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１．研究背景および目的 

近年社会インフラの老朽化に伴い，建造物の健全性を

維持管理するために，構造物の損傷や劣化具合を計測す

る構造ヘルスモニタリングへの関心が高まっている[1]． 

著者らは，ヘテロコア光ファイバセンサを用いた加速

度計を提案してきた[2]．しかし，計測した加速度を基に速

度や変位を算出するためには，計測値のわずかな誤差を

補正する必要がある．本研究では，ヘテロコア光ファイ

バ加速度計に有効な補正方法を提案し，加速度から速度

や変位量を算出する方法を検討した． 

2 ．ヘテロコア光ファイバ加速度計 

ヘテロコア光ファイバセンサは，ファイバ伝送路上に

コア径の異なる光ファイバを挿入融着した構造を有し，

挿入部での緩やかな曲率に対して鋭敏な光損失変化が生

じる特性をもつ．図 1に加速度計内部の概略図を示す．本

センサは，加速度計が受ける加速度に対して内部の重り

が受ける慣性力を，ヘテロコア光ファイバが撓み量とし

て検出することで加速度を計測する[2]． 

3．加速度積分法の検討 

本加速度計の計測値から速度及び変位量の算出方法を

検討するため，加速度計に一定距離の水平移動をさせた

際の応答を計測した．図 2 (b)に示すように，計測結果に

補正を加えず時間積分を行った場合，計測値に含まれる

0.002 m/s2 程のベースライン誤差により，等速運動時や停

止時にも関わらず速度波形に増加傾向が見られた．そこ

で，計測値のベースライン誤差の影響を解消するため，

Iwanの方法を採用した[3]． 

図 2 (c)に Iwan の方法により補正した加速度波形を基に

時間積分をした場合の速度波形を示す．実験結果より，

Iwan の方法により，算出した速度波形は等速運動時及び

停止時における速度の増加傾向が解消された． 

4．まとめ 

本研究では，ヘテロコア光ファイバ加速度計による速

度及び変位の算出方法を検討した．本研究で提案する

Iwan の方法により，等速運動時及び停止時に見られた速

度波形の増加傾向が解消されることが確認された． 
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図 1 本研究で用いた加速度計内部の概略図 
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図 2 水平移動時の出力結果 

(a)出力した加速度 (b)Iwan未補正で算出した速度 

(c)Iwanの手法で補正後の速度 
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